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多重極電磁石を用いて荷電粒子ビームを非線形に集束することにより、
多様なビーム照射野を形成する技術を開発。

荷電粒子ビームの照射野形成技術

シーズ全般の問い合わせ先：量子ビーム科学研究部門研究企画室（qubs-techoffice@qst.go.jp）
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多重極電磁石を用いて荷電粒子ビームを非線形に集束することにより、
多様なビーム照射野を形成する技術を開発。
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加速器施設においてビーム輸送・形成に広く用いられている4極電磁石に加えて、
6極や8極等の多重極電磁石を併用して適切にビームを集束することで、ビームの
進行方向に直交する面における強度分布や形を目的に応じて多様に変換。
従来は形成困難であった、特異なビーム照射野を非破壊・非走査で形成可能。

ビーム強度分布変換の例

大面積均一化 幅広均一化 中空化

多重極電磁石
の配置例

中心付近の強度に比べて10数倍の高い
ピークを端部に有し、適用する多重極電
磁石の種類や磁場強度に応じて、断面
形状を楕円形や四角形等に変更可能

大面積試料のバッチ照射だけでなく、ビームを幅広
均一化することで、Roll-to-Roll方式による連続
的な均一照射にも適用可能
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本シーズの問合せ先：量子ビーム科学部門研究企画室（qubs-techoffice@qst.go.jp）
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